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基本的な方向

国づくりの価値観やあり方が転換し、抜本的な構造改革が急速に進む中で、地方には自己決定・

自己責任の原則のもと、主体的で自立的な都市づくりが求められる時代となりました。

また、中核市移行を目指す久留米市には、地方分権時代の自治体の先駆者、地域発展のリーダー

として、自らの都市を自ら治め、個性と活力、魅力に満ちた都市づくりを実践することが求められ

ています。

この分権型の地域社会を創っていくには、都市づくりの構図をこれまでの行政主導から市民と行

政の協働へ転換し、「補完性の原理」を基本に、大きく変化する社会経済環境や多様化する公共ニー

ズに的確に対応していくことが必要です。

※
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6地方分権が進展する中、これからの都市づくりは、市

民と行政が役割と責任を自覚し、協働の担い手として

主体的に役割を果たしていくことが求められています。

「市民と行政の協働」を都市づくりの基本システムと位

置付け、具体的に取り組むとともに、機能的でスリム

な行政へ自己改革を徹底し、市民とともに考え、行動

する行政への転換を図ります。

また、県南地域の中核都市、九州･アジアの中核都市と

しての役割を果たす発想で広域行政を推進します。

※補完性の原理…簡潔に言えば、「問題はより身近なところで解決されなければならない」と

する考え方 

補完性の原理の仕組みは 

　① 個人でできることは個人（自助） 

　② 個人でできないことは、まず家族で（自助） 

　③ 家族で解決できないときは、地域・ＮＰＯ等で（互助・ 共助） 

　④ ①～③でどうしても解決できない問題について、はじめて行政が取り組む（公助） 

　　　（基礎的自治体⇒県など広域自治体⇒中央政府） 

補完性の原理は、個人の自立を前提とした社会の構成原理であり、第２７次地方制度調査会でも国と

地方の役割分担、地方分権の原理として位置付けされている。 

地 域 地 域 

共助 

NPO

支えあい 

地域社会 地域社会 

行 政 行 政 

公助 

地域社会で 

できないことは 

地域や個人と行政が 

協働して行います 

地域で助け合って 

解決できることは 

地域で 

個 人 個 人 

個人で 

できることは 

個人で 

自助 
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展望・課題と基本方針

市民との協働によって築かれるまちに
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施策の内容

1

1

2

13

4

2

ボランティア・ＮＰＯ団体登録数 (団体数)

(年度)

213
235 248

258
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   資料：市民部 

 請求件数 

 公開 

 部分開示 

 不開示 

 不存在 

 情報提供(写しの交付)

 不服申立て 

H13

515 

483 

30 

1 

1 

6,966 

0 

H14

627 

573 

48 

1 

5 

8,151 

1 

H15

778 

678 

98 

0 

2 

5,063 

0 

H16

438 

374 

58 

 1 

 5 

4,875 

1 

 

（単位：件） 

※データは旧久留米市のみ   資料：総務部 

情報公開制度の運用状況 
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展望・課題と基本方針
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施策の内容
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32

1 2

義務的経費 

一般経費 

計 

戦略事業 

主要事業 

政策事業 

その他事業 

計 

合計 

Ｈ17

50,215,549

10,798,972

61,014,521

11,281,810

1,521,261

28,084,070

3,158,561

44,045,702

105,060,223

Ｈ18

52,498,072

10,594,263

63,092,335

10,110,052

1,616,692

28,190,791

2,895,674

42,813,209

105,905,544

Ｈ19

54,546,276

10,114,799

64,661,075

10,931,357

4,518,842

26,839,419

2,808,757

45,098,375

109,759,450

3ヵ年合計 

157,259,897

31,508,034

188,767,931

32,323,219

7,656,795

83,114,280

8,862,992

131,957,286

320,725,217

区分 

標
準
経
費 

政
策
経
費 

（単位：千円） 

資料：企画財政部 

財政計画総括表（歳出） 
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展望・課題と基本方針
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